










































































































原理を基盤とし、教室・学校・地域を様々な回路で結びつける連関構造に見出した (図 1)。 
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角から教室・学校・地域の連関性の構築に取り組むものである (図 2)。 
 
 
図 2 3つの〈アプローチ〉における教室・学校・地域の連関性の構築 
 
本研究の成果は、第一に、現代アメリカ教育改革に関する日本の研究で体系的に解明され
てこなかった市民性教育の格差問題やその政策的背景、また対抗軸として貧困地域で展開
されてきた市民性教育改革の全容を明らかにしたこと、第二に、貧困地域の子どもが政治・
社会参加から疎外されていく構造を包括的に解明したこと、第三に、アメリカ貧困地域での
市民性教育改革について、異なるアプローチの改革を整理しつつ、教室・学校・地域の連関
構造に注目し、その構造や特質を解明したことである。近年は低所得層の子どもへの市民性
教育に関する研究がみられつつあるが、多くは特定の教科等に焦点化したものが主である。
本研究が明らかにしたアメリカ貧困地域での市民性教育改革の視野は、今後の理論や実践
の深化の礎になると期待される。 
 本研究の限界は、第一に、貧困地域での市民性教育改革の効果や成果、実際の子どもの学
習の内実等を十分に捉えきれなかった点、第二に、州レベルの制度的・政策的支援に関する
分析が十分にできなかった点、第三に、2010 年代後半の新たな教育改革動向の影響を検討
できなかった点が挙げられる。いずれも今後の課題としたい。 
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